
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月５日は子どもの日です。私が子どものころ

は男の子のお祭りで、女の子は関係ない日でした

が、今は男女関係なく「子どもの日」になりました。  

もっともずっと昔は、５月５日は女の日で、この

日だけは女が威張れる日だったとか。前の晩には

女だけで宴会を開いたりもしたそうです。 

 昔のことはともかく、今は５月５日を「子どもの

日」として祝います。子どもの日は、何かを買い与

える日でもなく、遊園地へ連れていく日でもなく、

子どもが子どもとして認められ、尊重されるため

に祝う日だということを確認したいと思います。

子どもの権利について考える日にしてみません

か。 

少し昔のこと〈73〉 藤田浩子の 

その昔は、世界的に、子どもは小さな大人、大人

になるためには厳しくしつけなければという見方

をしていたようなのですが、1900 年にエレン・

ケイというスェーデンの教育家が「児童の世紀」と

いう本を出版し、子どもは子どもとして尊重され

なければばらない、教育は子どもの未来に向けて

のいとなみである、子どもの個性や心理を尊重し、

体罰を否定するということを書いて世界中の注目

をあびたそうです。 

一方国連でも、1989 年に児童の権利条約が採

択されました。ひと言でいえば、どの国の子どもも

差別なく大事にされる権利があるのだ、というこ

とを世界のみんなで確認したのです。たくさんの

国がすぐに同意し、批准しました。でも、日本が国

として同意（批准）したのは、5年後の 1994年、

世界で 158番目でした。子どもを大事にする、子

どもの権利を守るために一番大事なのは平和で

す。戦争をしないことです。苦しかった私の子ども

時代から考えても、戦争は子ども（のみならず全て

の人）の権利を奪います。 
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わたしの大好きな絵本      

くいすぎにょうぼう（藤心小きらきら） 

子どものころから『やまんば』と『鬼』が大好きでたまらない。小さいころから色々な絵本や紙芝居を読

み聞かせしてもらって育ってきたが、『やまんば』と『鬼』が出てくるお話を読んでもらったときの『空気』

を今でも鮮明に覚えている。そのときの怖さとわくわくが混じる気持ちが大人になった今でも全く変わら

ずに残っている。  

そんな私のお気に入りの絵本は『くわずにょうぼう』。 

ケチな男が「飯を食わない女房が欲しい…」とつぶやいたところ、「飯を食わ 

ないからあんたの嫁にしてけろ」と美しい女がやってくる。しかしそれはやまん 

ばで…というお話なのだが、これを読み聞かせに持って行き、あえて声に抑揚を 

つけず無表情に淡々と読む。 

赤羽末吉さんの絵と相まって、子どもたちの呼吸が止まっているかのように教 

室に緊張が走る。ヒヒヒ…たのしい。 

読み聞かせは「大好き」の熱だと思う。自分の熱が子どもたちに少しでも伝わ 

っていることを願っている。 

『くわずにょうぼう』 

再話： 稲田 和子  

絵： 赤羽 末吉  福音館書店 

子どもの権利  


